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そ
れ
は
ま
だ
、国
産
紅
茶
が

和
紅
茶
と
呼
ば
れ
る
前
か
ら
。

静
岡
県
藤
枝
市
の
山
間
部
で
、

日
本
の
紅
茶
を
作
り
続
け
て
き
た

水
車
む
ら
農
園
を
訪
ね
ま
し
た
。

まだ青さの残る茶葉を、捻って揉
む「揉捻（じゅうねん）」という紅
茶作りの一幕。ここで徐々に紅茶
は紅茶の姿に近づいていきます。



始
め
ま
す
。
緑
茶
は
こ
こ
で
蒸
し
て
酸
化

を
止
め
る
た
め
緑
の
ま
ま
で
す
が
、
紅
茶

は
ま
ず
風
を
当
て
て
し
お
ら
せ
る
「
萎い

凋ち
ょ
う

」
を
行
い
ま
す
。
す
る
と
約
50
％
の

水
分
が
抜
け
、
カ
サ
カ
サ
と
し
た
状
態
に

な
り
ま
す
。

「
葉
っ
ぱ
は
ね
、
し
お
れ
て
い
く
段
階
で

必
死
に
抵
抗
す
る
ん
で
す
よ
」
と
太
樹
さ

ん
。「
命
が
尽
き
て
い
く
過
程
で
、
い
ろ

ん
な
香
り
成
分
を
出
す
。
紅
茶
の
ふ
く
よ

か
な
香
り
は
そ
こ
で
生
ま
れ
る
ん
で
す
」

　

し
お
れ
た
あ
と
は
、
揉
捻
の
工
程
へ
。

葉
は
文
字
通
り
「
捻
っ
て
揉
む
」
こ
と
で
、

組
織
が
ほ
ぐ
れ
て
い
き
ま
す
。

「
揉
ん
で
す
り
つ
ぶ
し
て
細
胞
を
壊
し
て

あ
げ
る
と
、
空
気
に
触
れ
て
な
か
っ
た
細

胞
が
空
気
に
触
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
す

る
と
酵
素
が
一
気
に
酸
化
を
促
す
。
生
の

葉
っ
ぱ
の
ま
ま
だ
と
、
１
週
間
ぐ
ら
い
は

緑
な
ん
だ
け
ど
ね
」

　

若
葉
色
か
ら
茶
褐
色
へ
。

　

次
第
に
水
分
が
し
み
出
し
、
色
が
深
ま

り
ま
す
。
そ
し
て
、
仕
上
が
っ
た
茶
葉
に

「
年
寄
り
な
ん
で
ね
。
子
ど
も
た
ち
に
は

も
う
い
い
加
減
に
し
な
さ
い
っ
て
言
わ
れ

る
わ
ね
」。
奥
ゆ
か
し
く
笑
い
ま
す
が
、

茶
業
に
携
わ
っ
て
40
年
以
上
と
い
う
円
熟

の
仕
事
ぶ
り
は
、
力
み
も
淀
み
も
な
く
、

ど
こ
ま
で
も
軽
や
か
で
す
。

　

緑
茶
に
紅
茶
、
筍
と
、
大
地
を
守
る
会

に
山
の
恵
み
を
届
け
る
水
車
む
ら
農
園
。

紅
茶
の
製
造
は
、
５
月
と
７
月
の
２
回
行

わ
れ
、
５
月
は
一
番
茶
で
『
五さ

つ
き月
紅
茶
』

を
、
７
月
は
二
番
茶
で
『
七
夕
紅
茶
』
を

作
り
ま
す
。
摘
み
取
っ
た
葉
が
次
々
運
び

込
ま
れ
る
こ
の
日
は
、
３
台
の
機
械
で
１

時
間
半
前
後
の
揉じ

ゅ
う

捻ね
ん

を
15
回
。
そ
の
あ

と
乾
燥
、
粉
砕
を
経
て
、
生
葉
で
１
4
０

０
㎏
近
く
あ
っ
た
も
の
が
３
３
０
㎏
の
紅

茶
に
な
り
ま
し
た
。
作
業
が
終
わ
る
こ
ろ

に
は
、
日
暮
れ
で
す
。

「
お
茶
の
葉
は
ね
、
こ
の
一い

っ

芯し
ん

が
つ
ん
っ

て
元
気
に
上
を
向
い
て
る
の
が
い
い
ん
で

す
。
う
ま
み
が
し
っ
か
り
詰
ま
っ
て
る
。

一い
っ

芯し
ん

五ご

葉よ
う

ぐ
ら
い
を
刈
り
取
っ
て
い
き
ま

す
よ
」

　

臼
井
太
樹
さ
ん（
61
歳
）が
、
紅
茶
工
場

の
裏
山
を
抜
け
て
、
山
の
上
の
茶
園
に
招

い
て
く
れ
ま
し
た
。
茶
刈
機
を
掴
み
、
２

人
体
制
で
摘
採
を
始
め
ま
す
。「
一
芯
五

葉
」
と
は
、
先
端
の
新
芽
と
そ
の
下
の
５

枚
の
葉
の
こ
と
。
今
年
伸
び
た
分
を
刈
り

取
っ
て
い
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
紅
茶
の
葉
は
畑
に
あ
る
と

き
か
ら
茶
色
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

緑
茶
も
紅
茶
も
、
茶
樹
は
ツ
バ
キ
科
の
常

緑
樹
「
チ
ャ
ノ
キ
」
で
葉
は
緑
色
。
そ
の

う
え
、
多
く
の
国
産
の
紅
茶
が
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
、
水
車
む
ら
農
園
の
紅
茶
は
、

緑
茶
で
名
高
い
「
や
ぶ
き
た
」
な
ど
で
作

ら
れ
ま
す
。
で
は
、
青
々
と
し
た
茶
葉
は
、

い
つ
か
ら
紅
茶
の
姿
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

　

茶
葉
は
摘
採
後
、
す
ぐ
に
酸
化
発
酵
を

　

藤
枝
の
市
街
地
を
離
れ
、
谷
あ
い
の
川

に
沿
っ
て
山
道
を
行
く
と
、
隠
れ
里
の
よ

う
に
ぽ
つ
ぽ
つ
と
民
家
が
現
れ
ま
す
。
水

車
む
ら
農
園
の
紅
茶
工
場
は
、
木
々
が
迫

る
川
の
向
こ
う
岸
。「
一
人
ず
つ
歩
い
て

わ
た
り
ま
し
ょ
う
」
と
書
か
れ
た
吊
り
橋

に
足
を
踏
み
出
す
と
、
右
手
に
水
車
、
左

手
に
茅
葺
屋
根
。
そ
の
奥
で
カ
タ
カ
タ
と

音
を
立
て
て
紅
茶
作
り
が
始
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
欅
も
紅
葉
も
お
茶
の
葉
も
、
初
々

し
い
緑
を
纏
う
５
月
の
こ
と
で
す
。

「
お
い
し
く
な
ぁ
れ
、
お
い
し
く
な
ぁ
れ

っ
て
言
い
な
が
ら
い
つ
も
や
っ
て
る
の
。

今
日
は
暖
か
く
な
っ
て
、
う
ん
と
伸
び
た

か
ら
、
葉
っ
ぱ
が
た
く
さ
ん
よ
ね
」

　

今
年
一
番
の
摘
採
期
を
迎
え
た
工
場
で

作
業
に
勤
し
む
の
は
、
水
車
む
ら
農
園
代

表
・
臼
井
太た

い

樹じ
ゅ

さ
ん
の
母
、
澄
江
さ
ん
。

御
年
88
歳
。
茶
葉
を
抱
え
て
は
「
揉じ

ゅ
う

捻ね
ん

機き

」
と
い
う
葉
を
揉
む
機
械
に
パ
ラ
ッ
、

パ
ラ
ッ
と
振
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。
機
械

の
回
転
に
呼
吸
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
一

葉
も
余
す
こ
と
な
く
、
淡
々
と
。

 ここは工場の2階の床面で、萎
凋機（しおらせる機械）の上部に
あたります。茶葉を2階から萎凋
機におさめ、一昼夜風を送るしく
み。  萎凋機から茶葉を取り出す
のは同じ組合の八木京子さん。手
際良く澄江さんに茶葉をリレー。
 水分が抜けた茶葉をやさしく
つかんで投入。  すりつぶされて
茶色味を帯びてきました。 「だ
んだん色が変わって、きれいね」
と澄江さん。あたたかい眼差しで
茶葉を入れ続けます。

 褐色の中に赤みを感じる水色
は麗しく、ほかのお茶とは一線を
画す色味。日常に彩りをもたらし
ます。  完成した『五月紅茶』。花
のように甘く繊細な香りです。

茅葺屋根の奥に見えるのが紅茶工
場の入口。1981年、この場所で
水車むら農園の前身となる市民団
体、水車むら会議が発足しました。



雑
味
が
出
な
い
よ
う
に
、
工
程
を
整
え
て

い
っ
た
ん
で
す
。
前
の
茶
葉
が
少
し
で
も

機
械
に
残
っ
て
る
と
雑
味
に
な
る
か
ら
、

時
間
を
か
け
て
取
り
除
く
。
揉
捻
の
あ
と
、

時
間
を
置
く
と
重
く
な
る
か
ら
、
置
か
な

い
。
す
っ
き
り
感
も
香
り
の
立
ち
方
も
、

良
く
な
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
」

　

や
さ
し
く
て
軽
や
か
な
紅
茶
。

　

水
車
む
ら
農
園
の
紅
茶
を
飲
む
と
、
山

の
風
が
吹
き
抜
け
る
よ
う
な
さ
わ
や
か
さ

を
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
国
産
の
紅
茶

は
「
和
紅
茶
」
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
希
少
な
存

在
で
す
。
そ
れ
が
さ
ら
に
少
な
い
時
代
か

ら
、
積
み
上
げ
て
き
た
味
わ
い
。
口
に
含

む
と
、
砂
糖
を
入
れ
て
い
な
い
の
に
甘
み

が
広
が
り
、
静
か
な
余
韻
が
残
り
ま
す
。

こ
こ
で
し
か
作
れ
な
い
日
本
の
紅
茶
が
、

今
日
も
山
の
上
で
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

湯
を
注
ぐ
と
、
ほ
の
か
な
紅
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。
そ
の
〝
紅
〞
が
、
発
酵
茶
の
証
。

光
に
透
か
す
と
滲
む
赤
み
が
、
紅
茶
ら
し

い
気
品
を
添
え
ま
す
。

「
今
日
は
４
５
０
㎏
採
り
ま
し
た
よ
。
３

５
０
㎏
ぐ
ら
い
か
な
と
思
っ
た
け
ど
、
量

っ
て
み
た
ら
４
５
０
㎏
。
２
人
だ
け
で
結

構
が
ん
ば
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
太
樹
さ
ん

が
清
々
し
く
笑
い
ま
す
。
山
の
茶
園
で
の

摘
採
は
、
想
像
以
上
の
重
み
で
す
。

　

澄
ん
だ
せ
せ
ら
ぎ
の
ほ
と
り
に
佇
む
木

製
の
水
車
。
水
車
む
ら
農
園
を
象
徴
す
る

こ
の
水
車
が
建
造
さ
れ
た
の
は
１
９
８
１

年
の
こ
と
で
す
。
全
国
に
反
原
発
運
動
が

広
が
る
中
、
先
代
、
故
・
臼
井
太た

衛え
い

さ
ん

の
も
と
に
有
志
が
集
ま
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
の
た
め
の
水
車
を
作
っ
て
、
民
家
を

移
築
。
当
初
は
水
車
の
動
力
で
小
さ
な
紅

茶
の
機
械
を
動
か
し
た
り
、
米
を
搗
い
た

り
。
そ
の
後
、
１
９
８
６
年
に
は
、
萎
凋

機
、
揉
捻
機
を
入
手
し
て
、
本
格
的
な
紅

茶
製
造
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
あ
の
こ
ろ
は
水
車
む
ら
農
園
で
国
内
の

製
造
量
の
半
分
ぐ
ら
い
を
作
っ
て
た
ん
で

す
。
日
本
の
紅
茶
生
産
が
今
よ
り
ず
っ
と

少
な
い
時
代
だ
っ
た
。
自
分
は
ね
、
緑
茶

だ
け
だ
っ
た
ら
継
い
で
な
か
っ
た
と
思
う

ん
で
す
。
農
薬
や
化
学
肥
料
に
頼
ら
な
い

栽
培
で
、
し
か
も
紅
茶
だ
っ
た
か
ら
、
希

少
価
値
が
あ
っ
た
し
面
白
か
っ
た
」

　

太
樹
さ
ん
は
１
９
９
３
年
に
家
業
に
入

り
、
２
０
０
０
年
に
代
表
に
。
７
年
前
か

ら
紅
茶
製
造
を
担
い
、
受
け
継
い
だ
味
を

少
し
ず
つ
磨
き
ま
す
。

「
安
心
安
全
な
紅
茶
と
い
う
土
台
は
す
で

に
親
父
が
作
っ
て
く
れ
て
い
た
か
ら
、
自

分
は
お
い
し
さ
を
育
て
る
役
割
。
ど
っ
し

り
と
し
た
ボ
デ
ィ
と
い
う
の
で
は
な
く
、

す
っ
き
り
と
し
た
味
、
リ
ピ
ー
ト
し
た
く

な
る
紅
茶
を
目
指
し
て
ね
。
そ
の
た
め
に

臼井澄江さん。 菊川から嫁ぎ、夫
の故・太衛さんと林業、農業、茶
業を営む傍ら詩の活動も。今年5
月、手もみ茶技術の伝承が評価さ
れ「杉山彦三郎賞」を受賞。

澄江さん、京子ちゃんと呼び合う
二人。「仕事が早くて堅実」「よくで
きる人」と仲睦まじい間柄。

臼井太樹さん（61歳）。さわやか
な佇まいで栽培から加工までを差
配します。茶業に就いて33年目。

 茶刈機を2人で持って茶畝を往
復。刈り取った葉は白い袋に送り
込まれていきます。7カ所2haの
畑すべてがこうした山を切り開い
た場所に。  上から時計回りに、
摘みたての葉、萎凋後、揉捻後。香
りも感触も変化して紅茶になりま
す。  急斜面での摘採。日よけ対
策には、お手製のパネルを背負って。

Photo : Taro Terasawa   Text : Sachiko Aoki   Design : Better Days   

注目の「和紅茶」
外国産とどう違う？

C O L U
M N

産の紅茶の歴史は明治時
代、輸出用の紅茶作りか

ら始まりました。1971年の輸入
自由化で一度は姿を消しかけまし
たが、近年「和紅茶」として、そ
の味わいが見直されています。
　外国産の紅茶がアッサム種など
渋みの強い品種を使うのに対し、
和紅茶は「やぶきた」のような緑
茶品種のほか、「べにふうき」「べに
ほまれ」など国産の紅茶向け品種
でも作られています。品種によっ
て個性は異なりますが、外国産に
比べると渋みがおだやかです。ま
た、和紅茶は発酵を深く進め過ぎ
ず、香りや甘みを残すように仕上
げる生産者も多く、軽やかな味わ
いが特徴。日本の土地が育てる、や
さしい一杯です。

国

※同時配布の『カタログ大地を守る』と、
お買い物サイト134号をあわせてご覧ください。

水車むら農園（静岡県藤枝市）

ほんのり甘く、上品な味わい。
ストレートティーがおすすめ
水車むらの五月紅茶

100g　1,374円(税込)
1747

二番茶で作った深いうまみ。
ミルクティーにもどうぞ
水車むらの七夕紅茶

100g　1,005円(税込)
2097



発行 オイシックス株式会社
 東京都品川区大崎1-11-2  ゲートシティ大崎イーストタワー5階
 TEL 050-5306-8513

お問い合わせ
大地を守る会サポートセンター　TEL●0120-158-183　
受付時間●月～金・午前9：00～午後5：00／土・午前9：00～午後1：00
お問い合わせフォーム●https://takuhai.daichi-m.co.jp/support　
E-mail●support@takuhai.daichi-m.co.jp

注意事項

当社は、大地を守る会のイベント及び大地を守る会が告
知する他団体のイベントにお申し込みいただく際、ご記
入いただく個人情報を、お申し込み内容に関する確認、
参加者への連絡、抽選、抽選結果連絡、お問い合わせに
対する回答、非常時に関する対応、イベントの質向上管
理のために利用させていただきます。なお当社は、イベ
ント等を旅行業者に業務委託する場合があります。この https://takuhai.daichi-m.co.jp/Information/8

場合、個人情報を開示することがあります。業務委託に
あたっては、個人情報の保護に関する契約を締結し、業
務委託先が契約を遵守するよう必要かつ適切な管理及び
監督を行います。上記に同意の上お申し込みください。
個人情報の取扱いに関するその他の条件については、当
社ウェブサイトの個人情報保護方針をご確認ください。

●『NEWS大地を守る』に掲載している
　取り組みは、主に大地を守る会の
　宅配サービスの年会費・利用料で
　運営されています。

NEWS大地を守る
［WEB版］

https://www.daichi-m.co.jp/manabu/

大地を守る会
WEBサイト内
「学ぶ」から

大地を守る会
［イベント情報］

https://www.daichi-m.co.jp/event/

イベントの
お申し込みは
こちらから

025年度に皆さまからお寄せいただ
きました寄付金（「未来募金」や「食

べて応援隊」）は総額3,508,960円でした。
そのうち、大船渡山林火災の支援とし
て呼びかけた1,034,500円は、現地の被
災生産者へ復興の力としてお届けいたし
ました。温かいご支援に心より感謝申し
上げます。地震や豪雨など誰もが当事者
になり得る時代ですが、食を通じてでき
る支え合いの繋がりを、これからも大切
にしていきたいと考えています。今後と
も温かいご支援をよろしくお願いいたし
ます。

地を守る100万人のキャンドルナ
イト」が6月19日（金）、増上寺に

て開催されました。イベントに先立ち募
集した、皆さまの「大地を守るために
日々心がけていること」のメッセージは、
スタッフが大切にキャンドルへ代筆。東
京タワーを背景にした温かいツリーとし
て会場に灯されました。当日は快晴に恵
まれ、厳かな空気の中で美しい演奏が響
き渡る特別な夜に。電気を消したスロー
な時間の中、それぞれの場所から寄せら
れた大切な想いが優しく繋がりました。

うちの紅茶をおいしく淹れるには、じ
つは熱湯はだめ。せっかく甘みとうまみ
のある紅茶を作っているのに、100℃
で淹れると、苦みが出てしまうんです。
お湯をポットに入れておくと自然に冷
めて、ぬるくなっちゃった。これでい
いの？って淹れると、逆においしいっ
ていうときがありますよね。あれです。
緑茶も紅茶
も同じ茶葉。
80℃、90℃
が最高だけ
ど、冷ます
のが面倒な
場合は、や
かんごと水
につけると
いいですよ。

2 大

「第一次産業支援基金」活動のご報告
たくさんのご支援をありがとうございました

2026年6月19日、
キャンドルナイトを開催しました

もしかして
“紅茶は熱湯”と
思っていませんか？

臼井太樹さん
水車むら農園

笑顔が交わされた、
大地を守る会マルシェ。

快晴の夜空、
増上寺に響き渡る雅楽演奏。

皆さまの想いが灯る
キャンドルツリー。

被災した漁港の施設。

（左）「東北リーダーズカンファレン
ス」に生産者さまを招待し、現地
の被災状況の説明と、復興への
支援を呼びかけていただきました。
（上）被災された生産者様と東の
食の会が開発した商品「あわびの
宝石箱」。

食材は
農薬を減らしたもの、
平飼いの卵、
無添加を
意識して購入。

使っていない場所の
電気は消す。
エアコンの温度を
下げすぎない。

建築の仕事。
土に還る材料を
なるべく使用して
います。

活動・収支の詳細は
WEBで

公開しております

対象商品

大地を守る
第一次産業支援基金

自然災害の復興支援など、
国内外の第一次産業を支援。

食べて応援隊、大地を守る
未来募金（1口100円、500円）

互恵のための
アジア民衆基金

フェアトレード生産者の事業を
低利融資で支え、産地の自立を支援。

バランゴンバナナ、
エコシュリンプ

大地を守る会
ルイボス基金

南アフリカの小学校の
教育・施設支援。

ルイボス茶（有機栽培）、
みどりのルイボス茶（有機栽培）

種蒔人基金 福島県喜多方市に伝わる
水田の水路の保全を支援。

種蒔人

スマイル・オリーブ
基金

パレスチナの農家へ
オリーブの苗木代として支援。

エキストラバージンオリーブ
オイル（パレスチナ自治区産）

Table For Two アフリカ、アジアの子どもたちに
給食を届ける活動を支援。

有機栽培バナナなど

はちみつ基金 現地の養蜂産業の発展と
生産者の自立を支援。

ミャンマー産はちみつ

ささエール うなぎ 国産うなぎの資源回復に向けた研究や、
伝統的な食文化を守る活動を支援。

高知の清流奈半利川のうなぎ、
募金（1口50円）

WeSupport Family ひとり親世帯など、食の支援を必要と
する家庭へ食品を届ける活動を支援。

WeSupport Family募金
（1口500円）

東ティモール
こども基金

現地の生活や教育を支援。 東ティモールコーヒー

大 地 を 守 る 会 の 寄 付 や 募 金
持続可能な食と未来を支える、産地や社会への支援です。
皆さまのご支援をお待ちしております。

茶葉はたっぷり

150mlに

3gくらい

　　　　　　　　水車むら農園で一日中続いた立ち仕事の合間に、「なるべく身近にあるものでね」と澄江さんがお
豆のおむすびや、沢で採れた蕗の葉の塩漬けをふるまってくれました。お茶もまた、遠くのものではなく、この土地のも
のをいただく喜びがあります。そばにあるものに目を向ける営みに、都会にはない豊かさを感じました。（編集部・青木）

大

地を守るために日々 心がけていることお寄せいただいたメッセージを
一部抜粋
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